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第１学年 体育科学習指導案 

令和元年１１月２７日（水） 第５校時 体育館 

 

１ 単元名  体つくり運動（多様な動きをつくる運動遊び） 

 

２ 運動の特性 

（１） 一般的特性 

  ○ 低学年の体つくり運動は、「体ほぐしの運動」及び「多様な動きをつくる運動遊び」で構成され

る。体を動かす楽しさや心地よさを味わうとともに、伸び伸びと体を動かしながら、様々な基本

的な体の動きを身に付けることができるようにする運動遊びである。この時期に「体の総合的な

動きを身につける」ことを直接のねらいとして行われる。将来の体力向上につなげていくために、

各運動領域で扱いにくい様々な体の動きを培う必要性から生まれ、行われる運動である。 

○ 自己の心と体の状態に気付いたり、みんなで関わり合ったりするとともに、様々な基本的な体

の動きを楽しく経験することにより、動きの幅を広げる運動遊びである。 

 

（２）児童から見た特性 

体つくり運動の楽しさや喜びを感じる要因 体つくり運動を遠ざける要因 

・様々な体の動きを楽しく経験できたとき 

・長くバランスが保てたり、うまく用具を操作

したりできたとき 

・手軽な運動遊びのなかで考えた動きを友達に

伝えることができたとき 

・友達との関わり合いのなかで動きの幅を広げ

ることができたとき 

・体の動かし方が分からないとき 

・なかなかバランスが保てないとき 

・用具をうまく操作できないとき 

・力負けするとき 

・工夫が思いつかないとき 

・運動遊びのなかで友達とうまく関われない

とき 

 

３ 児童の実態（※一部省略） 

 

（１）運動 

【新体力テストの結果 令和元年６月実施 男子 名 女子 名】 

男 子 握 力 上体起こし 長座体前屈 反復横跳び シャトルラン ５０ｍ走 立ち幅跳び ボール投げ 

本 学 級         

県 平 均         

比 較         

 

女 子 握 力 上体起こし  長座体前屈 反復横跳び  シャトルラン ５０ｍ走 立ち幅跳び ボール投げ 

本 学 級         

県 平 均         

比 較         

    ○・・・県平均（Ｈ３０）を上回った     ▲・・・県平均（Ｈ３０）を下回った 
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 体力テストの結果によると、本学級の児童の運動能力は高く、ほとんどの項目で平成３０年度の

県平均を上回っている。女子の立ち幅跳びは、平均を下回ったことから、力強さやタイミングの良

さに課題があることが分かった。また、逆上がりの調査をしたところ、約●の児童しかできなかっ

た。９月に実施した「マットを使った運動遊び」の授業では、後転を●割の児童ができるようにな

った。 

（２）態度 

【体育に関するアンケート調査 令和元年９月２５日実施】 

 本学級の児童は体を動かすことに大変意欲的で、休み時間は学級のほとんど全員の児童が外へ出

て遊んでおり、遊具やボール遊びを行っている。体育に関するアンケート調査によると、体育の学

習が好きだと答えた児童は●％（●人中●人）であった。また、運動やスポーツが好きだと答えた

児童は●％（●人中●人）と高かった。運動遊び中に自分本位な行動をとってしまったり、勝敗を

なかなか受け入れられなかったりする児童や、友達との関わり方に戸惑ってしまい、話し合いや伝

え合いが苦手な児童もいる。しかし、２学期に実施したマット運動遊びや鉄棒遊びでは、励まし合

いや補助ができるようになり、協力する雰囲気が徐々に高まってきている。また、きまりを守って

安全に行動しようとする意識はあるものの、周りが見えなくなる児童もいるため、落ち着いた行動

の声掛けは随時必要である。 

 児童の願いとして、右にあげた全項目において、 

できるようになりたい・がんばりたいと答えた児童 

が多かった。中でも、「ふらふらしないでバランスが 

とれる（ピタっととまれる）ようになりたい。」 

「じょうずにかいてんができるようになりたい。」 

「じきゅうりょく（ながいきょりをはしるちから）を 

つけたい。」の３項目において●人全員が向上心を 

もっていることが分かった。 

 また、道徳の「ぼくのこと・きみのこと」で友達の良いところを伝え合う活動をした。その後に、

学活で「これからみがいていきたい自分の良いところ」を宣言する活動を行った。生活のことや学

習のことなど、多岐にわたる内容であったが、体育的活動（あしのはやさナンバーワンになります、

てつぼうのこうもりふりナンバーワンになりますなど）をあげた児童が●名いた。このことからも、

体を動かすことへの関心の高さが分かる。 

 

 

 

体育的活動 

が多い 

 

 

 

          （＊その他：あいさつ№1、やさしさ№1、はっぴょう№1、けいさん№1など） 

（３）思考・判断 

   １学期の運動会の玉入れでは、ルールに沿った作戦を考えた。また、水泳学習では、自分の泳力

に合ったコースを選んだり、２学期に実施したマット運動遊びや鉄棒遊びでは、自分のできるよう

になりたい技に合わせて場を選択し、練習に励んだりした。 

１ もっとジャンプできるようになりたい。   ●％ 
（たかく・とおくへ・リズムよく） 

２ ボールをねらったところにつよくなげたい。 ●％ 
３ ボールをじょうずにキャッチできるようになりた

い。                   ●％ 

４ ふらふらしないでバランスがとれる（ピタっととま
れる）ようになりたい。          ●％ 

５ じょうずにかいてんができるようになりたい。  

  ●％ 
６ うででからだをささえられるようになりたい。 

（カエルとうりつ・さかだち）       ●％ 

７ おもいものをはこべるようになりたい。   ●％ 
８ じきゅうりょく（ながいきょりをはしるちから）を 

つけたい。                ●％ 
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４ 教師の指導観 

（１）運動 

   本単元では、楽しみながら夢中になって体を動かすことで、多様な動きを身に付けさせたい。単

元の前半で、まずは、運動の行い方や良い動きを児童と教師と共有しながら学習を進める。あまり

経験のない動きに「どうなっているのかな、やってみたい。」という意欲を持たせる。すべての児童

が協力しながら運動の楽しさや喜びに触れることができるよう、ペアやグループでまねっこ遊びや

ミッションを出題することを通して、自分たちで新しい動きを見つけて遊ぶ活動を取り入れたい。 

単元の中盤から「ジャングルアドベンチャー」と題して、毎時間ローテーションで運動遊びを行

う。なお、ねらいとする動きをもとに、６つの場を設定する。本学級の児童は、立ち幅跳びに課題

が見られたため、跳ぶことに特化した場「とべ！！モンキーランド」を設定することとした。また、

学年全体を見ると、上体起こしの記録が低く、カエル倒立ができない児童が多いため、力試しの場

「きのぼりマッスルランド」・「くるくるパワーランド」において、肋木を使った腕支持や坂道マッ

トを利用したゆりかごゾーンを設定したり、持久力を高めるための場「アニマルサバイバルランド」

でアザラシカードを用意したりすることで、遊びの中から課題の運動内容に多く触れられるように

した。また、「ねらえ！！まとあてランド」や「フラ・ピタっ！バランスランド」では、ボールゲー

ムや跳び箱などの器械運動へのつながりを視野に入れながら、多様な動きをできるだけ多く経験さ

せたい。また、視覚的に目標を意識できるよう、バナナの掲示物を置いて何個分か数えさせたり、

意欲を高める状況（さまざまなネーミングや、手のひらにのせると宝（紅白玉）が溶けるなど）を

設定したりする。 

単元の後半では、互いに動きを取り入れながら、動きの広がりを期待する。そのために、簡単な

動きから条件(姿勢・方向・人数・速さ・リズムなど)を変化させ、動きがより広がるように仕組んで

いきたい。また、活動の中で友達の動きに目が向くように教師が働きかけることで、互いに認め合

いながら活動する楽しさを味わえるよう、支援していく。 

 

（２）態度 

   多様な動きを試行錯誤しつつ関わり合うなかで、児童の満足感や達成感が共有できると考える。

単元を通して、ペアやグループで動きを見合ったり、励まし合ったりして活動させていく。そして、

振り返りの時間に、できるようになったことや友達のよかったところを発表させる。すべての児童

が輝けるよう、見合う視点を持たせる。 

また、用具等の準備物も多いが、友達と協力して安全に場の設定を行わせる。 

 

（３）思考・判断 

楽しく運動できる行い方を選べるよう、動きの工夫の視点を持たせる。工夫の思考をする時間と

それを見せ合う時間、そして、それを取り入れる時間を設けることで、新しい動きを生み出したり、

友達のよい動きを見付けて真似をしたりできるようにする。 

 

 

５ 研究主題との関わり 

 

 

 

 

研究主題 

生き生きと学び、主体的に取り組む児童の育成 

～一人一人が自己の体力の伸びを実感できる実践を通して～ 
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（１）目指す児童像 

   ①継続的に運動をすることで、自らの運動能力の伸びを実感できる子 

   ②自らのよりよい生活習慣を追求できる子 

 

（２） 仮説及びそれにせまるための手立て 

 

 

 

手立て① 「学ぶ必要感のある学習展開の工夫」 

・  本単元では、動きの幅を広げながら運動能力の伸びを実感できるよう、単元の中盤以降、毎時

間「ジャングルアドベンチャー」（体のバランスをとる運動遊び・体を移動する運動遊び・用具

を操作する運動遊び・力試しの運動遊びを組み込んだローテーション活動）に取り組ませる。 

・  発達段階における「友達に見せたい。」「自分もやってみたい。」という気持ちを大切にし、ペ

アやグループで関わり合いながら運動に取り組ませる。動きを思考した後に、発表タイムを設

け、さらにもう一度やってみる時間をとる。 

 

手立て② 「学ぶ必要感のある場の工夫」 

・  朝の業前運動では、８秒間走において、自分の目標に合わせて各自スタートの位置を決めたり、

立ち幅跳びにおいて、本単元で使用する教具と同じバナナの掲示を使って記録の目安にしたり

することで、めあてをもたせている。 

・  本単元では、多様な動きが発揮されるよう、掲示物や器具を効果的に用い、活動の意欲が高ま

る場を設定する。（バナナ何個分跳びこえられたか数えられるようにする、ワニのイラストを置

いて足をつかないように意識させる、手のひらにのせると宝（紅白玉）が溶ける設定にする、

的に木の実のイラストを貼って高く投げる意識を持たせる、コーンの中に隠された動物になり

きるというゲームの要素を入れる、それぞれの場のネーミングを工夫するなど） 

ただし、楽しく活動するうちに、自然とねらいとする動きが達成されるような場とする。 

 

 

 

 

 

 

 

６ 単元の目標 

（１）運動に進んで取り組み、きまりを守り仲よく運動したり、場の安全に気を付けたりすることがで

きるようにする。                          【関心・意欲・態度】 

（２）体を動かすと気持ちがよいことに気付き、楽しく運動できる行い方を選ぶことができるようにす

る。                                   【思考・判断】 

（３）体のバランスをとったり移動したりするとともに、用具の操作などをすることができるようにす

る。                                      【運動】 

 

 

仮説１  必要感のある学習展開や場の工夫をすることで、自らの運動能力の伸びを実感できる

であろう。 

仮説２  自らの生活習慣と心身の健康状態をふりかえり、運動することのよさを知ることで、

自ら進んでよりよい生活習慣を追求できるであろう。 
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７ 単元及び学習活動に即した評価規準 

 関心・意欲・態度 思考・判断 技能 

単
元
の
評
価
規
準 

・多様な動きをつくる

運動遊びに進んで

取り組むとともに、

順番やきまりを守

り、仲よく運動しよ

うとしている。 

・運動する場の安全に

気を付けている。 

・体を動かすと気持

ちがよいことに気

付き、楽しく運動

できる行い方を選

んでいる。  

・体のバランスをとったり移動したりすると

ともに、用具の操作などをすることができ

る。 

学
習
活
動
に
即
し
た
評
価
規
準 

① 多様な動きをつく

る運動遊びに進ん

で取り組もうとし

ている。 

② 運動の順番やきま

りを守り、友達と

仲よく運動しよう

としている。 

③ 運動する場や用具

の使い方などの安

全に気を付けてい

る。 

① 多様な動きをつ

くる運動遊びの

よい動きを見付

けている。 

② 姿勢・方向・人

数・速さ・リズム

など動きを変化

させて、いろい

ろな運動遊びの

行い方を見付け

ている。 

① 片足でバランスをとったり、回転したり、

ものを乗せながら縄の上を歩いたりでき

る。 

② いろいろなコースを両足や片足で跳び、空

中で向きを変えて着地したり、リズムや方

向を変えてはねたりすることができる。 

③ ボールやフラフープを使って、的に当てた

り、2 人で体にボールをはさんで運んだり

できる。 

④ 友達をいろいろな方向に引きずったり、腕

で自分の体を支えたり、手や足を支点とし

て回ったりすることができる。 

 

８ 単元の計画 

（１）領域（体つくり運動）の取り上げ方 

学年 運動 

第１学年 体ほぐしの運動 ２時間、 多様な動きをつくる運動遊び １０時間 

第２学年 体ほぐしの運動 ３時間、 多様な動きをつくる運動遊び  ９時間 

第３学年 体ほぐしの運動 ２時間、 多様な動きをつくる運動    ４時間 

第４学年 体ほぐしの運動 ４時間、 多様な動きをつくる運動    ７時間 

第５学年 体ほぐしの運動 ３時間、 体力を高める運動       ５時間 

第６学年 体ほぐしの運動 ３時間、 体力を高める運動       ４時間 

 

（２）運動種目（多様な動きをつくる運動遊び・多様な動きをつくる運動・体力を高める運動）の取り上げ方 

学年 目指す動き 

第１学年 【バランス】 
○片足を軸にして、右回り・左回りに回ること。 
○友達と肩を組んだり、背中を合わせたりして、立ったり座ったりすること。 
○しゃがんだ姿勢で相手のバランスをくずしたり、相手にバランスをくずされない
ようにしたりすること。 

【移動】 
○大きな円を右回り・左回りに這ったり、歩いたり、走ったりすること。 
○両足や片足で跳び、空中で向きを変えて足から着地すること。 
○両足または片足で、リズムや方向を変えて跳ねること。 
【用具操作】 
○大きさや重さの異なるボールを両手でつかんで、持ち上げたり、回したり、下ろ
したりすること。輪を倒れないように回したり、転がしたりすること。 

○友達と背中などでボールをはさんで、色々な方向に運ぶこと。 
○上の投げたボールを両手や片手で捕ること。 
【力試し】 
○すもう遊びで相手を押し出したり、引き合い遊びで引き動かしたりすること。 
○腕立て伏せの姿勢から、自分の体を支え、手や足を支点として回ること。 
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第２学年 第 1学年に記載した内容について、人数を増やしたり、競争したりするなどの工夫
をし、動きの幅を広げる。 

第３学年 【バランス】 

○片足を軸にして、回りながら移動すること。 

〇友達と両手をつなぎながら、寝転んだり、転がったり、起きたりすること。 

〇友達と手をつなぎながら、片足で立ったり座ったりすること。 

〇ケンケンしながら、相手のバランスを崩したり、相手にバランスを崩されないよ
うにしたりすること。 

○平均台などの器具をいろいろな姿勢で渡ること。 

【移動】 

○物や用具の間を速さや方向を変えて這ったり、歩いたり、走ったりすること。 

〇両足で跳び、足じゃんけんをすること。スキップやギャロップをしてはねること。 
〇無理のない速さでのかけ足を３～４分程度続けること。 

〇ジャングルジムや肋木に姿勢を変えながら登ったり、降りたりすること。 

【用具操作】 

○大きさや重さの異なるボールなどの用具を片手でつかんで、持ち上げたり、回し
たり、下ろしたりすること。 

〇倒れないように輪を転がしたり、くぐり抜けたりすること。短なわで前や後ろの
連続片足跳びや交差跳びをすること。長縄で連続回旋跳びをすること。 

〇両膝や両足首にボールをはさんで運ぶこと。 

〇相手に向かって輪を投げたり、投げられた輪を捕ったりすること。 

【力試し】 

○押し合いずもうで、重心を低くして相手を押したり、相手から押されないように
踏ん張ったりすること。重心を低くして、相手を引っ張ること。人数を変えて綱
引きをすること。 

〇友達をおんぶし、安定させながら運ぶこと。手押し車など、両腕で自分の体重を
支えながら移動すること。 

第４学年 第３学年に記載した内容について、組み合わせる運動に重点を置き、滑らかで合理
的な動作をする。 

【基本的な動きを組み合わせる運動】 

〇物を持ったり、かついだりして、バランスをとりながら、歩いたり走ったりする
こと。 

〇短なわで跳びながら、歩いたり走ったりすること。輪を回しながら、歩いたり走
ったりすること。投げ上げたボールを落とさないように、いろいろな方向に歩い
たり走ったり回ったりしてから捕ること。 

第５学年 【力強い動きを高める運動】 

○登り棒や雲梯などを使ってぶら下がったり、登ったり下りたりすること。 

〇いろいろな姿勢での腕立て伏臥腕屈伸をすること。 

〇押し、寄りを用いて相撲をすること。 

〇二、三人組で持ち上げる、運ぶなどの運動をすること。 

【動きを持続する能力を高める運動】 

○短なわ、長なわを使って全身運動を続けること。 

〇無理のない速さで５～６分程度の持久走をすること。 

〇一定のコースに置かれた固定施設、器械、器具、地形などを超えながら移動する
などの運動を続けること。 

第６学年 【体の柔らかさを高める運動】 

○各部位を大きく広げたり曲げたりする姿勢を維持すること。 

〇全身や各部位を振ったり、回したり、ねじったりすること。 

【巧みな動きを高める運動】 

○短なわや長なわを使っていろいろな跳び方をすること。 

〇投げ上げたボールを姿勢を変えて捕球すること。 

〇用具などを狭い間隔に並べたコースをリズミカルに走ること。 

〇跳び箱、平均台などの器具で作った段差のあるコースで、物を持ったり姿勢を変
えたりして移動すること。 

 



7 

 

（３）指導と評価の計画（８時間扱い） 本時は〇印  ７／８時 

時間 １ ２ ３ ４ ５ ６ ○7  ８ 

ね 

ら 

い 

まねっこして、おも
いきりうごいてみよ
う。 

バランスをとったり、
ものをつかったりし
て、いろいろなうごき

をしてみよう。 

いどうしたり、ちから
だめしをしたりして、
いろいろなうごきを

してみよう。 

チームできょうりょ
くして、ジャングルア
ドベンチャーにちょ

うせんしよう。 

うごきをくふうして
やってみよう。 

～とべ！ 

モンキーランド～ 

うごきをくふうして
やってみよう。 

～ねらえ！ 

まとあてランド～ 

うごきをくふうして
やってみよう。 

～フラ・ピタッ！ 

バランスランド～ 

もっとやりたいばを
えらんで、くふうした
うごきをはっぴょう

しよう。 

指 

導 

の 

内 

容 

・学習のねらいと進
め方について 

・学習の準備、準備運

動の仕方について 

・試しの運動遊び 

・基本の場の作り方 

・正しい行い方 

・バランスのとり方 

・ボールの投げ方 

・ボールの捕り方 

・基本の場の作り方 

・正しい行い方 

・跳び方 

・着地の仕方 

・力の入れ方 

 

・ローテーションの 

仕方（5種） 

・励まし合うこと 

・勝敗を受け入れるこ
と 

・言葉かけの仕方 

・動き（主に跳び方）
の工夫の仕方 

・動きの工夫の紹介 

・友達の工夫を取り入
れてやってみるこ
と 

・動き（主に投げ方）
の工夫の仕方 

・動きの工夫の紹介 

・友達の工夫を取り入
れてやってみるこ
と 

・動き（主にバランス
体勢）の工夫の仕方 

・動きの工夫の紹介 

・友達の工夫を取り入
れてやってみるこ
と 

・場を選ぶこと 

・発表の仕方 

・単元を通した振り返

り 

学 

習 

過 

程 

 

 

 

４オリエンテーション 

・学習のねらい 

・学習の進め方 

・学習の約束 

・準備の仕方 

・学習カードの使い   

 方 

 

５教師のまねっこ 

・教師の真似をして、
簡単な動きをやっ
てみる。 

 

６ペアでまねっこ 

・友達の動きを真似

して動く。 

 

 

 

４ 学習のねらいを
確認する。 

５ バランスをとる
動きを行う。 

・背中を押し合って、アップ

ダウン 

・くるっとまわってじゃんけ

んぽん 

・片足バランス対決 

・一本橋   など 

６ ものを使った動き

を行う。 

・２人の背中やお尻にはさん

でボール運び 

・フラフープ転がし 

・いろんな姿勢でボール投げ

上げ＆キャッチ 

・まとあて  など 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 学習のねらいを
確認する。 

５ 移動する動きを
行う。 

・ケンケンパ 

・動物あるきサーキット 

・たいこでリズムジャンプ 

・ジグザグかけあし  

・ゴム跳び 

・ポージングジャンプなど 

６ 力だめしの動きを
行う。 

・手押し相撲 

・ひっぱり相撲 

・ワニじゃんけん（勝ちが負

けたワニのまわりを一周） 

・坂道マットで腹筋ゆりかご 

・友達運び     など 

  

 

 

 

４ 学習のねらいを
確認する。 

 

５ 必要な用具を準備 

する。 

 

６ ジャングルアド 

ベンチャーランド 

に挑戦 

・バランスや移動、 

用具、力試しの場を
作り（６種類）、そ
れぞれの場をチー

ム（４人）で協力し
て行う。 

・チームの中でペアを

作り、動きを見合う
ようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 学習のねらいを確
認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ チームごとに跳び 

方の工夫を見付ける。 

 

 

 

 

４ 学習のねらいを確
認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ チームごとに投げ 

方の工夫を見付ける。 

  

 

 

 

 

 

４ 学習のねらいを確
認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ チームごとにバラ

ンスのとり方（体勢）
の工夫を見付ける。 

 

 

 

 

 

 

４ 学習のねらいを
確認する。 

 

５ 選んで遊ぼう 

・６か所の遊びの場か

ら遊びたい場所を

選び、ペアで取り組

む。 

・前時までの動きを思

い出しながら、さら

に動きを工夫する。 

 

６ 動きの発表 

・工夫した動きを発表

し合う。 

 

７ ほめほめタイム 

・友達のよい動きを褒

め合う。 

関     ○1     ○2  ○3       ○2  

思     ○1   ○2   ○2   

技  ○1  ○3      ○2  ○4       ○1 ～○4  

方法 観察 観察 観察 観察・カード 観察・カード 観察・カード 観察・カード 観察・カード 

場面    ５、６     ５、６     ５、６   ３、５、６、８     ６、７     ６、７     ６、７ ５、６、７ 

評
価
計
画 

 １ 集合、整列、あいさつ、健康観察を行う。     ２ さくらっ子体操（準備運動・補強運動）をする。    3  用具や場の準備をする。 

 

８ 用具の片付けをする。  ９ 本時の振り返りと学習のまとめをする。  １０ 次時の内容の確認をする。  １１ 整理運動、あいさつをする。 

７ 動きの紹介   
・意図的指名を受けた、ねらいにあった動きをしている児童による動きの披露を行う。 

７ 動きの紹介と再チャレンジタイム 
・それぞれのグループが考えた工夫を披露し合い、もう一度やってみる。 
 

くふうのポイント ほうこう・はやさ・しせい・ものをかえて 
せーのであわせて・リズムをずらして 

５ジャングルアドベンチャーランド（ローテーション運動）を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フラ、ピタっ！バランスランド 
・片足バランスミッション 
・一本橋で宝運び 

 
 
 
 
 

きのぼりマッスルランド 
・肋木鳥タッチ＋腕支持
ミッション 

 

アニマルサバイバルランド 
・カードの動物あるき＋コーン倒し対決 

 
 
 
 
 

とべ！モンキーランド 
・めくって○○跳び・ゴム跳び 
・崖からポージングジャンプ 
・バナナごえジャンプ 

 
 
 
 

ねらえ！！まとあてランド 
・ヤシの実アタック・フルーツ輪くぐり 
・アニマルまとあて  

 
 
 

 
 
 
 
 

くるくるパワーランド 
・ワニワニじゃんけん 
・腹筋ゆりかご＋リズム後転 
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９ 本時の学習と指導（７／８時） 

（１）ねらい 

・姿勢・方向・人数・速さ・リズムなど条件を変化させて、いろいろな運動の行い方を見付けている。

【思考・判断】 

（２）準備 

 ・掲示資料 ・ケンステップ ・縄 ・紅白玉 ・ボール ・フラフープ ・的（ダンボール） 

・マット ・坂道マット ・跳び箱 ・ゴム ・ビブス ・学習カード ・アンプ ・ＣＤ  

・タブレット PC 

（３）展開 

段階 学習内容・活動 

★幸手スタンダード授業５ 

指導上の留意点（〇指導 ◆評価規準 □手立て） 

導 

入 

8 

分 

１．集合、整列、挨拶、健康観察をする。 

★ 心のスイッチを ONにする。 

２．さくらっ子体操を行う。 

（準備運動・補強運動） 

 

 

３．用具や場の準備を行う。 

○チーム毎に素早く集合し、元気よく挨拶をさせる。 

○児童の顔色や様子を確認し、服装を整えさせる。 

○準備運動における正しい動きを行わせ、よい動き

ができている児童を称賛する。 

〇運動に必要な個所を意識するよう声掛けをしなが

ら、一つひとつの動きを丁寧に行わせる。 

○仲間と協力しながら準備ができるように声掛けを

行う。 

 

 

 

 

展 

開 

○1

15

分 

 

 

４．本時のねらいを確認する。 

★ 意欲を高める『めあて』を示す。 

 

 

５．チームごとにジャングルアドベン

チャー（ローテーション運動） 

  を行う。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○前時や今までの学習の振り返りをもとに、めあて

を掲示する。 

 

 

〇多様な動きをつくる運動遊びである 4 つの要素

（バランス・用具・移動・力試し）を含み、児童が

思わず運動したくなるような場を設定する。 

○各種目２分ずつ（移動準備３０秒を含む）のロー

テーション運動とする。４人で１つの運動を行い、

ペアで動きを見合うように意識させる。 

〇順番やきまりを守って安全に運動させる。 

〇腕支持では、肘をしっかり伸ばし、目線を上げる

よう助言する。 

〇動物歩きは、一つひとつの動物らしさ（熊は腰の

高さ、うさぎは着手と着地の位置、アザラシは腕

を伸ばして手のひらをつくこと）を意識させる。 

〇前時までに発見した動きのポイントを意識させ、

よい動きができている児童を称賛する。特に、投

げ方や跳び方の工夫（空中ポージングや跳ぶリズ

ムなど）を実践できている児童を取り上げて紹介

する。 

 

 

 

 

 

 

○1 フラ、ピタっ！ 

バランスランド 

・片足バランス 

ミッション 

・一本橋で宝運び 

 

 

 

 

 

○6 くるくるパワー 
ランド 

・ワニワニじゃんけ
ん 

・腹筋ゆりかご 
＋リズム後転 

 
 
 

ステージ 

 

 

 

 

 

○2 アニマルサバイ

バルランド 

カードで動物あるき 

＋コーン倒し対決 

 
 
 
 
 

○4 ねらえ！！ 

まとあてランド 

・ヤシの実アタック 

・フルーツ輪くぐり 

・アニマルまとあて  

 
 
 

 
 
 
 
 

○3 とべ！ 
モンキーランド 

・めくって○○跳び 
・ゴム跳び 
・崖からポージング 
ジャンプ 

・バナナごえジャンプ 
 
 
 
 

うごきをくふうしてやってみよう。  【フラ・ピタッ！バランスランドへん】 

 

○5 きのぼり 
マッスルランド 

・肋木鳥タッチ＋
腕支持ミッショ
ン 
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展 

開 

○2

15 

分 

 

 

 

 

 

 

６．片足バランスを、チームごとに工夫

して運動する。 

・床タッチ 

→高速で。／ゆ～っくりと。 

・その場ジャンプ 

・ジャンプで半回転 

・くるくる 1回転 

・逆回転 

・ハイキック 

・手つなぎゆらゆら  

・隣の人のケンステップへジャンプ 

    →円の間隔をひろげて。 

 ・リズムよくずらしてジャンプ 

 ・片足スクワット 

 

 

 

★自分で考え、共に深め合う時間を確

保する。 

 

 

□動きの幅を広げながら運動能力の伸びを実感でき

るようにするために、第 4 時以降毎時「ジャング

ルアドベンチャー」に取り組む時間を設ける。 

□多様な動きが発揮されるよう、掲示物や教具を効

果的に用い、視覚的に意欲が高まる場を設定する。 

 

〇いくつかの動きを示した掲示物を用意し、選んで

動けるようにする。 

〇いくつかの動きをつなげたり、オリジナルミッシ

ョンを考えたりすることを促すことで、動きの幅

を広げられるようにする。 

○考えた動きを実際に試しながら、動きの良さを確

認させる。 

○よい動きに対して称賛し、価値づけを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇良いと思った動きを取り入れて、できることを増

やしたり、より大きく動いたりするよう、促す。 

□動きの紹介タイムで、他のグループの工夫を見る

ことで思考を刺激し、その後の再チャレンジタイ

ムでさらに良い動きができるようにする。 

◆姿勢・方向・人数・速さ・リズムなど動きを変

化させて、いろいろな運動の仕方を見付けてい

る。   （観察・カード）【思考・判断】 

△努力を要すると判断される状況（C）の児童への

指導の手立て 

・動きの種類をしぼって（①床タッチ②その場ジ

ャンプ③ジャンプしながら回転から）選ばせた

り、具体的に助言したりする。 

◎十分満足できると判断される状況（A）の児童の

具体的な姿 

・新しい動きをいくつも生み出し、考えた動きを

実際に試しながら友達に伝えている。 
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★活動の過程でめあての達成度を確認

する。 

 

７．動きの紹介をし合い、さらに、再チ

ャレンジタイムで自分たちの動きの

幅を広げる。 

整 

理 

7 

分 

８．片付けをする。 

９．本時の振り返りをする。 

 ・振り返りの発表 

 ・学習のまとめ 

・次時の予告 

★学習のまとめを行い授業の振り返り

を行う。 

10．整理運動、挨拶をする。 

○友だちと協力しながら行えるよう、助言する。 

○本時のねらいに沿って振り返り、できてうれしか

ったことや友達の良かった動きを発表させる。 

○次時は、自分で場を選んで運動を行い、発表会を

することを伝え、意欲付けを行う。 

○よく動かした箇所を丁寧にほぐすように助言す

る。 

○元気よく挨拶させる。 
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